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ば，資本理論の現状の標準的な説明者与えると正を目的としたある論文"は，。iマルクスと賃金基金JF岡山大学経済学会雑誌j 13-4 (1982)， rマルクスにおける資本と
時鳥OCI)J F同j14-2 (1982)， iマルクスにおける資本と時間 (ll)JF同j16-2 (1984)。
2) 荒窟治郎「資本理論 1 F経清学大辞典(第二版) 1 j東洋経済新報社 1田0今主 438頁一

























3) r分業が行きわたるようになると 欲望の大部分は他白人々 の昔働の生産物によって満たさ
れるようになる。かれはこれを，かれ自身の苦{助の生産物もまたは同じことであるが，そ申生
産物の価格で，購買することになる。しかしこの購買は，かれのこの労働問生産物が，ただ仕上




























































の問題として考察する。そのことによフて， 〈資本と時間〉 というプロプV マ
4) 十分な展開ではなU、がj
たL、。
「資本における所有 序説J~経済論叢1 137-3 (1986) を参照され




















































ニsT:iゐ宰宿命ゐきまきまら会虫走E去:そ金品L， .:ろ ιモ:?i:~;量君主 61:， 
向蒔己負手告ら形成i品企モio;ij" -d主会主ら通産ゐらEろゐ詩Ehi. l-i主
示されるこの過程の全体が，流通である。J"
この文章でいわれていることは，1) 分業=社会的労働の相互関連は 7 交換
過程の内部立の商品の相互関連の中に結果と Lてあらわれる以外になし し式こ
ぶってまた， 2) 交換過程は， 独立した個々人が商品所有者としてはいりこむ
5) 武田隆夫仙訳『経済学批判』岩波文事， 56耳。





























































































9) ~経済学批判 1 128頁。






















































10) 向成逸郎訳『資本論』岩波文庫① 2岨-246頁，長谷部文雄訳青木文庫① ~6U買っ


















































































































来ゐ余命ゐ五ゐ f~tI!'-r i<h iのであり，
「前貸 avancesJあるいは「資本 capl阻lJ
16 (556) 第四7巻第6号
体のもとでの同一形態への復帰ということがなければ，回転一一時闘をその中
に包摂した循環一一ーというごとは意味をなさなし、。そして，同一物〔貨幣〉が
時間をへだてて，その量において比較されるとき、 G'とGの差は! その投下
一還流の過程に要した時間と費用がそれにより評価される基準になるであろう。
この運動形態は。 C) でみた二つの対応を現実的に結合する形態でもある。
G-W-Gとし、う商品流通の媒介活動におし、ては，近，'将来における販売を見
込みうるりでなければ商品を購買することは意味がない。したがって、貨幣の
還流の見込みは偶然的なものではなしまた，商品の形をとった資産も存在L
ている。じたがって，との運動形態においては，貨幣を予備的に蓄積した主体
と将来の貨幣支払約束で購買しようとする主体の間の信用の授受には，現実的
な基盤が存在する。こうした視角からみれば， G-W-Gは， Wの姿の影にか
くれている G-Gという取引の母体である。
さらにまた，個別主体の貨幣保有の構造(勘定〉という側聞をみてみると，
それは 2つの点で発展したものになろう。その第ーは，貨幣(現実的貨幣およ
び観念的貨幣〉だけでなく商品もが投下した資本=貨幣価値を体現したものと
して資産構成の中に現れるということである。そして第二には，こうした主体
の勘定はもはや単なる資産目録ではなく，おなじみのT字型の貸借対照表1日を
想起すればわかるように，資本の回転・運用を表示するものになるということ
である。
15) 八木「資本と時間 (ll)J357J'(以下参照。
